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 柴田長吉郎先生は 2015 年 12 月 4 日に 92 才でご逝去された。ご訃報を受けて、先生を追悼する

会を学会の方々と開きたいと思い、滝沢博胤理事長にご相談して、渉外活動ワーキンググループで

行っている、電磁波エネルギー応用セミナーで「柴田長吉郎先生をしのぶ会」を企画しました。年

度末で大学の方も企業の方もお忙しい時期であったが、「継承」ということを念頭に、若い学生さ

んにも分かるように、柴田先生が開かれたマイクロ波科学の地平を広げようと企画した。場所は、

交通の便を考えて当時品川駅近くにあった京都大学東京オフィスとしました。 

 柴田先生をご存知の方々、直接ご存じない方々、留学生を含む学生さん達、35 名の方々が柴田先

生のお好きであった東北地方のこけし、柴田先生のお写真、花束とともに、和田雄二先生の司会の

下、若き日の学究生活を先生のお近くでされた、二川佳央先生、若き学生時代、研究会に出席され

て柴田先生の発表をノートに書き留めて勉強された堀越智先生、そして柴田先生のマイクロ波化学

反応の論文をマイクロ波熱触媒と捉え、DFT 計算による化学反応の解明について熱っぽく語られた

柳田先生、これらの講演を通して、しのぶ会は学問における継承をその成果として終えることが出

来ました。柴田長吉郎先生ご逝去 1 周年の時期に、その特集号をお届けすることの意味について、

「学問の継承」という言葉で表したいと思います。時は流れ、人々の思いもさすらう時にも、学問

の継承は、希望を次の世代につなぐ大事な事業とだと考えます。最初に、柳田先生が真心こめて語

られた講演のスライドの抜粋をお届けし、柴田先生と共同でマイクロ波化学の事業化に尽力された

ミクロ電子の山中亨社長、しのぶ会の司会をされた和田雄二先生に頂いた柴田長吉郎先生の追悼を

記念する文章を web 機関紙の読者とともに共有したいと思います。 
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DFT-based  Molecular Model

とは実験であり、自然科学解析

の固定観念を打ち破る!  

マイクロ波熱触媒作用の提唱 
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上記スライドは下記セミナーでの柳田祥三先生の講演内容を抜粋 

2016年 3月8日(火) 京都大学 東京オフィス、「第4回電磁波エネルギー応用セミナー、

マイクロ波科学発展を開いた先達の歩みを学ぶ - 柴田長吉郎先生を偲んで‐」 

 

 尚、DFT とマイクロ波化学についての講演は、「第 5回電磁波エネルギー応用セミナー、

-マイクロ波科学・基礎と応用-」2017 年 3 月 13 日(月)1:30PM～京都大学 東京オフィス

において柳田祥三先生が行う予定です。 
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